
地域ケア推進会議からの提言

～地域ケア会議から見えてきた地域課題～

R2.3.11

都島区高齢者地域包括ケアシステム推進会議
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都島区地域ケア会議の現状

R2.2.12 包括支援センター運営協議会資料 6

H30年度
(H30.4.1～H31.3.31)

H31年度
(H31.4.1～R1.12.31)

開催回数 実件数 開催回数 実件数

個別地域ケア会議 51 40 32 26

事例検証のための
地域ケア会議

2 － 1 －

見えてきた課題のための
地域ケア会議

5 － 1
－

自立支援型ケアマネジメ
ント検討会議

3 5 9 15



地域ケア推進会議からの提言

地域ケア会議の分析
から見えてきた課題

課題に対する意見 課題解決に向けて取り組
む方向性

✤認知症があっても、身
体機能が高ければ要介護
認定が軽度となり、利用
できるサービスの制限が
ある。

✤普段から付き合いがあ
れば、変化に気づきやす
く、認知症が発見しやす
い。

✤高齢者と支援者の仲介
役の人がいれば、地域の
行事に参加しやすい。

✤認知症の知識の普及啓
発を行い、対応方法も理
解してもらえるようにす
る必要があるのでは。

✤相談があった時から、
多職種連携を図り支援す
る。

✤認知症についての知識
の普及啓発を行うと共に、
対応方法も理解してもら
えるように周知する。

✤かかりつけ医・かかり
つけ薬局をもつ。

✤閉じこもりがちの人に
対し、短期で利用できる
個別リハビリ等、自立に
つながる制度の整備。
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地域ケア推進会議からの提言

地域ケア会議の分析
から見えてきた課題

課題に対する意見 課題解決に向けて取り組
む方向性

✤認知症があって地域で
暮らすには、周囲の理解
が必要。認知症高齢者の
個人情報を保護しながら、
周囲の理解を深めていく
難しさがある。

✤コミュニケーションを
深めることで、本人・家
族・地域の理解も受容も
すすむのではないか。

✤専門職と地域が連携し
て、複数で関わるように
する必要があるのでは。

✤地域が誰にでも起こる
ことと捉えて、あたたか
く受け止められるように
啓発を行う。

✤専門職と地域が連携し
て、複数で関われる体制
をつくる。

✤家族等への理解を求め
るだけではなく、必要に
応じて情報共有ができる
ような体制(条例等)をつ
くる。
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地域ケア推進会議からの提言

地域ケア会議の分析
から見えてきた課題

課題に対する意見 課題解決に向けて取り組
む方向性

✤地域の社会資源の利用
は女性が多く、男性が利
用しづらかったり、通え
る範囲の場所になかった
りする。また、個別の
ニーズに対応できるボラ
ンティアの情報が必要。

✤利用者が通える場に参
加しやすいように、仲介
役となる人をみつける。

✤高齢者だけでなく、子
育て世代など幅広い世代
へ普及啓発を行う。

✤利用者が通える場に参
加しやすいように、仲介
役となれる人をみつける。

✤子育て世代など幅広い
世代に情報発信を行う。

✤様々な、地域の社会資
源の創出。

✤介護保険外のサービス
で通院ボランティアとし
て、ヘルパー2級・3級な
ど有資格者が活動できる
ような体制整備。
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地域ケア推進会議からの提言

地域ケア会議の分析
から見えてきた課題

課題に対する意見 課題解決に向けて取り組
む方向性

✤生活機能が低下してき
た高齢者が、徒歩で通え
る地域の社会資源がない。

✤スーパーやコンビニの
イートインスペースに人
が集まっている。

✤誰でも行ける「おしゃ
べりさろん」のような場、
セルフサービスで安く気
軽に参加できるところが
あればいい。

✤企業に協力を求めては
どうか。

✤「担い手」と「利用
者」ではなく、全員が
「担い手」という意識で
社会資源に参加できるよ
うに支援する。

✤地域の企業の協力を得
て、通いの場などを協働
で開催していく。

✤商店街等の空店舗・空
家を活用し、通いの場を
創出する。

✤高齢者等が外出しやす
いような、交通の整備。
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地域ケア推進会議からの提言を受けて

✤ 認知症になっても地域で生活できる地域づくり

・認知症に関する知識の普及・啓発を幅広い世代に行う

・認知症は特別な事ではなく、誰にでも起こる事として捉え、認知症

の方を支えられる支援者を増やす

✤ 地域の「集いの場」の体制整備

・支援者・利用者がどのような集いの場を必要としているのか把握

・企業など地域の様々な方と協力して、地域の方が集える場所を創る
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